
2014年の活動報告冊子が完成しました 
遅ればせながらですが、2014年に行なった区政報告会や勉強会 

の記録をまとめた冊子が完成しました。福島県天栄村の米作りに 

ついてのお話なども載っています。 

1冊 300円ですが、市民ふくしフォーラムの会員には差し上げて 

います。年会費 1000円ですので、ぜひご参加ください。 

冊子の申し込み、会員の申し込みはいずれも、下記の郵便振込を 

していただくか、銀行振込をした上でかとうぎ桜子事務所にご連絡 

ください。 

熊本へのカンパ、募集中 
 このレポートの冒頭にも書きましたが、熊本・大分の地震への 

カンパは、被災された方が安心できる環境を取り戻されるまで継続 

いたします。集まったカンパの金額とどこにお送りしたのかなどは 

今後ご報告させていただきます。よろしくお願いします。 

宮城県気仙沼へのカンパも引き続き募集中 

市民ふくしフォーラム・東北応援プロジェクトでは、東日本大震災で津波の被害や地盤沈下の起きた宮城

県気仙沼市にある仮設商店街・南町紫市場の応援をしています。 

2011 年 12 月の商店街開設時からカンパを続けており、2016 年 5 月 6 日まで累計で 139 万 5770

円をお送りしました。仮設から本設に移行するまではカンパを続けたいと考えております。ぜひ引き続きの

ご協力をお願いします！ 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○
４
月
３
日
、
東
村
山
に
あ
る
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
・

多
磨
全
生
園
の
見
学
・
お
花
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
桜
は

満
開
の
一
歩
手
前
で
し
た
が
、
菜
の
花
と
一
緒
に
咲
く
桜
は

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
当
事
者
の
方
に
ハ
ン
セ
ン
病
資
料

館
を
ご
案
内
い
た
だ
い
た
後
、
園
内
を
歩
き
ま
し
た
。 

ハ
ン
セ
ン
病
は
弱
い
感
染
力
の
伝
染
病
で
、
１
９
４
０
年

代
に
は
薬
が
開
発
さ
れ
、
１
９
６
０
年
代
に
は
世
界
的
に
は

「
通
院
で
治
療
す
べ
き
」
と
言
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
で
は
１
９
９
６
年
ま
で
隔
離
政
策
が
続
き
ま
し
た
。

し
か
も
、
一
度
病
気
に
な
れ
ば
一
生
涯
の
隔
離
が
続
い
た
の

で
す
。
９
６
年
に
隔
離
す
る
法
律
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

す
で
に
親
族
と
の
縁
が
絶
た
れ
て
高
齢
に
な
っ
て
い
た
多
く

の
元
患
者
さ
ん
は
社
会
復
帰
で
き
ず
、
今
で
も
療
養
所
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
全
国
に
国
立
１
３
ヶ
所
、
私
立
１
ヶ
所
の

療
養
所
が
あ
り
、
入
所
者
の
平
均
年
齢
は
８
０
代
半
ば
、
全

生
園
の
入
所
者
数
は
２
０
０
人
く
ら
い
と
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。 

現
在
、
全
生
園
の
入
所
者
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
は
立
ち
入
ら

な
い
よ
う
に
と
い
う
注
意
書
き
が
出
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昔
の
住
居
が

保
存
さ
れ
て
い
た
り
、
説
明
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
桜
の

ほ
か
に
も
梅
林
が
あ
っ
た
り
も
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

 

〇
詳
し
く
は
区
政
レ
ポ
ー
ト
と
あ
わ
せ
て
別
紙
を
お
配
り
し
ま

す
が
、
４
月
１
８
日
の
朝
の
駅
で
の
レ
ポ
ー
ト
配
布
時
よ
り
、
熊

本
・
大
分
の
地
震
へ
の
カ
ン
パ
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４
月
１

８
日
～
２
３
日
は
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
お
水
や
お
む
つ
な
ど

の
物
資
を
購
入
し
て
お
送
り
し
、
物
流
の
落
ち
着
い
て
き
た
２
４

日
以
降
は
カ
ン
パ
を
そ
の
ま
ま
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
方
が
安
心
で
き
る
環
境
を
取
り
戻
す
ま
で
引
き
続
き
行
な
い

ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
熊
本
の
商
品
の
ご
紹
介
な
ど
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

二
〇
一
六
年
五
月 

か
と
う
ぎ 

桜
子 

区政レポート 
2016年 5月号 

（議会報告通号 Vol.96） 

 

〒178-0063練馬区東大泉 3-1-18-102 

電話 03-3978-4154  FAX03-3978-4158 

ＨＰ http://www.sakurako-nerima.com/ 

メール sakurako_happy_society@yahoo.co.jp 

 

 

←多磨全生園にて。 

 

メールマガジン発行中！ 

        
 

 

 

 

 

かとうぎ桜子 

かとうぎ桜子プロフィール 

●1980 年生まれ 

●慶応義塾大学文学部に在学中、ホームヘルパー2 級の資格を取得 

●大学卒業後、夜間の上智社会福祉専門学校に入学、社会福祉士取得 

●ＮＰＯで介護の仕事をする中で、地域福祉・地域社会にさらに深く幅広くかかわる必要性を感じ、 

2007 年区議会議員選挙に初挑戦、当選 

●公立保育園の民営化問題に疑問を感じ、区議の活動のかたわら立教大学大学院・21 世紀社会 

デザイン研究科にて研究。2010 年修了 

●2012 年、検診で子宮頸がんが見つかり治療。女性の健康へのとりくみの必要性についても政策提言 

●大泉学園町４丁目に猫 2 匹と夫と住んでいる 

練馬区議会議員（無所属） 

 

 

上記の申し込みはいずれも以下の方法でお願いします。 
 
[振り込み用紙による振り込み] 
00130-2-496362 市民ふくしフォーラム   
（振込用紙の通信欄に「市民ふくしフォーラム会員申し込み」「2014 年冊子申し込み」「熊本へのカンパ」
「気仙沼募金」のいずれかをお書きください。） 
 
[銀行振り込み：ゆうちょ銀行からは手数料無料です] 
ゆうちょ銀行 〇一九店 当座 0496362 シミンフクシフォーラム 
（こちらからお振込の場合は、別途、ご連絡先とカンパの種類をメールまたは FAXにてお知らせください。 
メール sakurako_happy_society@yahoo.co.jp  FAX 03-3978-4158） 

多磨全生園でのお花見・見学/ 

熊本へのカンパの状況（２０１６年４月２８日現在） 

駅でのレポート配布について 
かとうぎ桜子は、月に 1 回のペースで新しい区政レポートを作成しています。視察など遠出をする場合などに間が 

あくこともありますが基本的に 1 ヶ月で 1 めぐりするように、おおむね以下のようなスケジュールで朝の通勤時間 

帯（７時～８時３０分頃）に配布しています。 

・毎週月曜日：大泉学園駅北口 

（喫煙所の近く、駅正面のドトール前、新しくできたビルの近く、みずほ銀行の近くの 4 か所を順番に回っています。月曜日が祝日

だったり、月曜日に視察等があり都合がつかないときには曜日を変更する場合があります。） 
・月 2 回、火曜日：大泉学園駅南口（１階ロータリーと２階デッキ） 

・水曜または木曜のうち月３回：保谷駅北口と南口（北口正面、線路沿いの道、南口西友前） 

・月２回、金曜日：石神井公園駅北口（駅正面と高架下） 

 



                                                       介
護
保
険
制
度
、
「要
支
援
」の
厳
し
い
状
況 

２
０
１
５
年
の
介
護
保
険
制
度
の
改
定
で
、
要
介
護
認
定
が
「
要
支
援
」
の
人
は
新
た
に
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
」
と
い
う
し
く
み
を
使
う
よ
う
に
か
わ
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
は
、
ど
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
も
、
ど
う

い
う
資
格
の
人
が
従
事
し
て
い
る
の
か
も
、
と
て
も
複
雑
で
分
か
り
づ
ら
い
の
で
す
が
、
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

３ 

国
の
考
え
方
は
基
本
的
に
は
「
要
支
援
」
と
い
う
、
要
介
護
認
定

の
低
い
状
態
の
人
の
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
保
険
か
ら
切
っ
て
い
こ
う

と
い
う
方
向
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
（
要
介
護
認
定
に
つ
い
て
は
、

左
の
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

今
、
要
支
援
の
人
を
対
象
と
し
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」
と
い
う
新
た
な
し
く
み
は
介
護
保
険
制
度
の
中
に
あ
り

ま
す
が
、
今
ま
で
す
で
に
介
護
保
険
制
度
の
中
に
あ
っ
た
「
訪
問
介

護
」
と
は
別
の
し
く
み
を
あ
え
て
新
た
に
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
将

来
的
に
は
こ
の
し
く
み
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
保
険
制
度
か
ら
外

し
て
、
自
治
体
ご
と
の
自
主
財
源
を
中
心
に
や
っ
て
い
く
よ
う
に
変

え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
（
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
は
、
下
の

表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

そ
う
な
る
と
、
自
治
体
の
財
政
状
況
や
考
え
方
な
ど
に
よ
っ
て
、

介
護
の
度
合
い
の
比
較
的
軽
い
人
が
支
援
を
得
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
例
え
ば
、
認
知
症
の
症
状
の

あ
る
人
が
身
体
的
に
は
健
康
で
介
護
が
必
要
な
く
て
も
、
出
か
け
た

ま
ま
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
火
の
始
末
に
心
配
が
出
て
く

る
と
い
っ
た
形
で
見
守
り
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
必
ず
し
も
介
護
の
度
合
い
の
重
さ
と
介
護
の
大
変
さ
は
一
致
し

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
介
護
の
度
合
い
の
低
い
段
階
で
き
ち
ん

と
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
が
重
度
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
意
味
で
も
、
「
要
支
援
」
を
外
す
こ
と
に
は
問
題
が
あ
り
ま

す
。 こ

の
新
た
な
し
く
み
の
中
に
「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
要
支
援
」
の
人
の
と
こ
ろ
に
介
護
従

事
者
が
訪
問
し
て
家
事
の
援
助
を
中
心
に
行
な
う
も
の
。
仕
事
の
内

容
は
家
事
が
中
心
な
の
で
、
練
馬
区
で
は
１
４
時
間
の
簡
易
な
研
修

で
従
事
者
に
な
れ
る
よ
う
に
し
、
そ
の
分
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
事
業
者
※
注
に
支
払
う
報
酬
を
低
く
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

  

訪
問
介
護
の
仕
事
は
左
記
の
表
３
の
よ
う
に
、
従
事
者
の
質

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
が
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ

は
、
１
４
時
間
の
研
修
で
家
事
援
助
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
し
か
し
、
介
護
の
仕
事
は
人
と
人
が
関
わ
る

仕
事
で
す
し
、
特
に
訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
人
の
家
に
あ
が
る
仕
事

で
す
の
で
、
専
門
性
と
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

私
は
大
学
４
年
の
時
に
訪
問
介
護
員(

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー)

２

級
の
資
格
を
と
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
、
人
の
命
に
も
か

か
わ
る
よ
う
な
仕
事
の
資
格
が
、
授
業
を
受
け
れ
ば
簡
単
に
取

れ
る
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。
せ
め
て
運
転
免
許
を
と
る

と
き
の
よ
う
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
安
全
に
実
施
で
き
る
か
確
認

す
る
試
験
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
。
介
護
職
員
初
任
者
研

修
に
つ
い
て
は
修
了
試
験
が
で
き
た
そ
う
な
の
で
、
そ
の
点
は

よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
家
事
援
助
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
誰
で

も
で
き
て
し
ま
う
方
向
に
逆
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
介
護

人
材
の
不
足
が
ひ
と
つ
の
要
因
で
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
も

そ
も
基
本
的
に
「
家
事
な
ん
て
専
門
性
が
な
く
て
も
誰
に
で
も

で
き
る
」
と
い
う
価
値
観
で
制
度
が
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

専
門
性
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
制
度
設
計
を
し
て
い
た
ら
、

介
護
の
仕
事
に
誇
り
を
持
つ
人
材
が
集
ま
ら
な
く
な
り
、
人
手

不
足
と
質
の
低
下
の
悪
循
環
に
な
る
一
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 ま

た
、
家
事
の
仕
事
は
、
従
事
者
が
自
分
の
家
の
家
事
を
や

る
よ
う
に
自
分
自
身
の
思
う
よ
う
に
好
き
勝
手
に
や
れ
ば
い
い

わ
け
で
は
な
く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
そ
れ
ま
で

大
事
に
し
て
き
た
生
活
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、
大
事
な
専
門
性

で
す
。
こ
う
し
た
「
要
支
援
切
り
」
と
専
門
性
を
な
い
が
し
ろ

に
し
た
介
護
保
険
制
度
の
あ
り
よ
う
に
は
疑
問
を
も
ち
ま
す
。 

 

一
方
で
今
回
、
練
馬
区
が
研
修
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
そ
の
人
が
そ
の
研
修
を
受
け
る
の
み
で
終
わ
る
の
で
は 

「要
支
援
」の
人
は
新
し
い
し
く
み
に 

【表 1】要介護認定：介護の必要量を客観的に認定するもの。 
各介護度の「状態」の説明は練馬区のホームページより。 

要介護認定 状態のめやす 利用できるサービス、１ヶ月の利用

限度額 

要支援とは 「常時介護を要する状態」の軽減や悪化の
防止のために、支援を要すると見込まれる
状態。または身体・精神上の障害があるた
めに日常生活を営むのに支障があると見込
まれる状態であって、厚労省の定める要支
援状態区分のいずれかに該当する状態。（国
の定義を要約。） 

 

要支援 1 日常生活を送るうえの基本的動作はほぼ自
分で行うことが可能だが、家事や買い物な
どの日常生活を送るうえの能力になんらか
の支援が必要な状態。 

・介護予防サービス 
・介護予防・日常生活支援総合事業 
限度額：５万３０円 

要支援 2 要支援 1 の状態から、わずかに能力が低下
し、何らかの支援が必要な状態。 

・介護予防サービス 
・介護予防・日常生活支援総合事業 
限度額：１０万４７３０円 

要介護とは 身体・精神上の障害があるために、入浴、
排せつ、食事などの日常生活の基本的な動
作に介護を要すると見込まれる状態。（国の
定義を要約） 

 

要介護 1 要支援の状態から「洗身」や「金銭の管理」
など日常生活を送るのに必要な能力がさら
に低下し、部分的な介護が必要となる状態。 

介護サービス（居宅または施設） 
限度額：１６万６９２０円 

要介護 2 要介護 1 の状態に加え、「移動」などの日
常生活を送るうえの基本的動作についても
部分的な介護が必要となる状態。 

介護サービス（居宅または施設） 
限度額：１９万６１６０円 

要介護 3 要介護 2 の状態と比較して、日常生活の基
本的動作と日常生活を送るのに必要な能力
がとても著しく低下し、ほぼ全面的な介護
が必要となる状態。 

介護サービス（居宅または施設） 
限度額：２６万９３１０円 

要介護 4 要介護 3 の状態に加え、さらに動作能力が
低下し、介護なしには日常生活を送ること
が困難な状態。 

介護サービス（居宅または施設） 
限度額：３０万８０６０円 

要介護 5 要介護4の状態よりさらに動作能力が低下
しており、介護なしには日常生活を送るこ
とがほぼ不可能な状態。 

介護サービス（居宅または施設） 
限度額：３６万６５０円 
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【表２】訪問サービスの違い 
※時間単位がそれぞれ異なるので、比較のために１５分あたりの自己負担額を載せています。さらに残り９割分
が介護保険から出て、事業者に報酬として支払われます。 
サービスの種類 内容 自己負担額（１割）のめやす 

※練馬区の資料より 

訪問介護 ヘルパーが自宅を訪問し、身体介護や生
活援助（家事）を行なう。 

★身体介護：30 分～1 時間未満で 480 円。30
分のサービス提供なら 15 分あたり 240 円 
★生活援助：45 分以上で 279 円；45 分のサー
ビス提供なら 15 分あたり 93 円 

訪問型サービス A １回６０分以内で家事を行なう。 
従事者は資格を持ったヘルパーの場合
も、１４時間研修を受けたのみの場合も
あり得る。 

週１回利用で月 1291 円。 
（※その事業者が要支援の人のみを対象とする場
合の金額。 
※１ヶ月が４週と計算すると１回あたり約 323
円；60 分のサービス提供なら 15 分あたり約 81
円） 

訪問型サービス B 国は住民主体の自主活動を想定している。 
練馬区には社会福祉協議会やシルバー人材センター、民間事業者による家事援助や有償ボラン
ティア派遣などがあるが、練馬区としては当面は従来通りに実施するとしている。 

 

【表 3】介護従事者の資格・研修 
資格 条件など 
介護福祉士 要件を満たした養成施設を修了するか、３年以上の介護実務

経験のある人が取れる国家資格。 

介護職員初任者研修修了者 かつての訪問介護員（ホームヘルパー）2級と同等。130
時間の研修を受講して修了する。修了試験が行なわれるよう
になったことが２級との大きな違い。 
かつては訪問介護員 1級（230時間の研修）や介護職員基
礎研修（500時間の研修）といったものもあり、介護福祉
士との関係性も分かりづらかった。そのため現在では、基本
的には初任者研修を受けた後に介護福祉士をめざしていく
という資格の形態に整理された。 

訪問介護員(ホームヘルパー) 
3級(現在は廃止) 

50時間の研修を受講して修了する。訪問して家事を行なう
ことが中心。介護従事者の質を向上させるため、廃止された。 

訪問型サービス A研修修了者 練馬区の指定する 14時間の研修を受講して修了する。要支
援の状態の人の家事を行なう。 
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